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ハ
ル
ピ
ン
歴
史
的
事
実
が
教
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
伊
藤
博
文
が
暗
爾
賓
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
停
車
場
で
暗
殺
さ
れ
た
の
は
明
治
四
十
一
一
年
（
一
九
○
九
）
十
月
一
一
十
六
（２１｝
日である。即日、暗殺を報じる号外が発刊〉「これている。『門』
で
は
、
「
宗
助
は
五
六
日
前
伊
藤
公
暗
殺
の
号
外
を
見
た
」
（
三
）
と
の
記
述
が
あ
る
。
こ
の
記
述
と
宗
助
が
在
宅
し
て
い
る
「
日
曜
日
」
（
二
と
い
う
記
述
を
合
わ
せ
て
考
え
た
場
合
、
す
で
に
今
村
忠
純
が
指
摘
し
て
い
｛ワこ
る
よ
う
に
、
『
門
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
明
治
四
十
一
一
年
（
一
九
○
九
）
夏
目
漱
石
が
「
朝
日
新
聞
」
に
『
門
』
の
掲
載
を
開
始
す
る
の
が
明
治
四十三年（’九一○）三月一日、掲載が終るのが同年六月十一一
日
で
あ
る
。
同
年
八
月
二
十
九
日
に
は
韓
国
併
合
に
関
す
る
条
約
が
締
結
さ
れ
、
韓
国
は
日
本
に
併
合
さ
れ
、
「
朝
鮮
」
と
い
う
地
域
名
と
な
り
、
る
よ
う
に
、
「
門
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
は
明
治
四
十
十
月
三
十
一
日
の
日
曜
日
が
起
点
と
な
っ
て
い
る
。
は
じ
め
に
『
門
』
と
明
治
日
本
の
植
民
地
主
義
日
本
が
そ
の
地
域
を
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
支
配
下
に
置
く
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
読
者
は
『
門
」
を
読
み
始
め
る
と
、
た
だ
ち
に
、
ほ
ぼ
四
ヶ
月
前
の
出
来
事
で
あ
る
伊
藤
博
文
暗
殺
事
件
を
想
起
す
る
ば
か
り
か
、
「
門
』
を
読
み
了
え
た
約
二
ヶ
月
後
に
は
、
日
本
の
韓
国
併
合
と
い
う
歴
史
的
変
動
の
時
期
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
宗
助
夫
婦
に
と
っ
て
も
日
本
近
代
の
時
代
的
制
約
か
ら
免
れ
て
生
活
す
る
こ
と
な
ど
出
来
は
し
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
ら
の
生
に
こ
そ
、
激
動
す
る
近
代
日
本
の
歴
史
的
情
況
の
た
だ
な
か
で
時
代
の
変
転
と
踵
を
接
し
な
が
ら
そ
の
軌
跡
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
は
っ
き
り
と
看
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
宗助夫婦の過去は近代日本のさまざまな歴史的転換点と密接
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
過
去
は
主
に
日
露
戦
争
前
後
二
年
の
間
に
位
置
伊
藤
博
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宗助夫婦にとって伊藤博文の暗殺事件報道は「小六がそれ（伊
藤
博
文
の
暗
殺
事
件
ｌ
引
用
者
）
を
云
ひ
出
し
た
迄
は
」
「
格
別
の
興
味
」
の
対
象
と
な
っ
て
は
い
な
い
。
な
る
ほ
ど
そ
れ
は
、
宗
助
夫
婦
が
す
で
に
、
社
会
の
情
勢
や
世
間
の
動
向
と
ほ
と
ん
ど
無
関
係
に
生
活
し
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
の
証
し
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
「
号
外
発
行
の
当
日
以
後
、
今
夜
」
ま
で
、
と
り
わ
け
明
治
四
十
二
年
二
九
○
九
）
十
月
一
一
十
七
日
と
二
十
八
日
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
お
け
る
伊
藤
博
文
の
暗
殺
事
件
に
関
わ
る
記
事
内
容
を
詳
細
に
検
討
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
宗
助
夫
婦
の
こ
れ
ま
で
の
生
の
軌
跡
を
表
象
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
か
る
の
で
あ
る
。
明
治
四
十
二
年
二
九
○
九
）
十
月
二
十
七
日
（
水
曜
日
）
付
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
（
第
八
三
三
一
號
、
一
一
面
）
に
「
●
奉
天
よ
り
の
報
」
と
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
ま
ず
最
初
に
、
当
時
の
日
本
社
会
全
体
を
驚
（３）
情
さ
せ
た
伊
藤
博
文
の
暗
殺
に
関
す
る
報
道
記
事
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
宗
助
夫
婦
の
過
去
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
此
二
人
の
間
に
は
、
号
外
発
行
の
当
日
以
後
、
今
夜
小
六
が
そ
れ
を
云
ひ
出
し
た
迄
は
、
公
け
に
は
天
下
を
動
か
し
つ
樹
あ
る
問
題
も
、
格
別
の
興
味
を
以
て
迎
へ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
同
）
其
後
日
毎
の
新
聞
に
伊
藤
公
の
事
が
五
六
段
づ
国
出
な
い
事
は
な
い
が
、
宗
助
は
そ
れ
に
目
を
通
し
て
ゐ
る
ん
だ
か
、
ゐ
な
い
ん
だ
か
つい
分らない程、暗殺事件に就ては平気に見えた。（一二）
同
紙
面
に
は
「
●
六
連
發
に
て
絶
命
」
（
傍
点
・
原
文
）
「
●
伊
藤
公
即
死
説
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
す
で
に
伊
藤
博
文
の
死
亡
を
報
じ
る
情
報
も
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
「
奉
天
」
と
い
う
地
名
で
あ
る
。
「
満
州
」
に
関
わ
る
小
六
と
宗
助
の
会
話
に
微
妙
に
反
応
す
る
御
米
の
表
情
、
そ
し
て
、
御
米
の
表
情
に
対
す
る
宗
助
の
態
度
（４）
に
着
目
す
れ
ば
、
す
で
に
遠
藤
祐
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
宗
助
夫
婦
に
と
っ
て
「
満
州
」
が
自
分
た
ち
と
極
め
て
深
い
関
係
に
あ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
お
互
い
に
明
瞭
に
、
し
か
も
、
瞬
間
的
に
察
知
さ
れ
て
い
る
。
し
て
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
奉
天
よ
り
後
藤
逓
相
の
許
に
達
し
た
る
報
道
に
依
ば
伊
藤
公
は
今
ハ
ル
ピ
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
朝
吟
爾
賓
停
車
場
下
車
の
際
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
に
於
て
韓
人
の
為
に
狙
撃
ざ
れ
生
命
危
篤
な
り
事
實
取
調
中
な
り
と
あ
り
と
か
く
ハ
ル
ビ
ン
「
兎
に
角
満
州
だ
の
、
吟
爾
賓
だ
の
っ
て
物
騒
な
所
で
す
ね
。
僕
は
何
だ
か
危
険
な
様
な
心
持
が
し
て
な
ら
な
い
」
と
云
っ
た
。
そ
れ
「夫や、色んな人が落ち合ってるからね」
このとミご
か
此
時
御
米
は
妙
な
顔
を
し
て
、
斯
う
答
へ
た
夫
の
顔
を
見
た
。
宗
助
も
そ
れ
に
気
が
付
い
た
ら
し
く
、
「
さ
あ
、
も
う
御
膳
を
下
げ
た
ら
牝
』
つ
異
酉
好からう」と細君を促，－）て、先刻の達磨を又畳の上から取
っ
て
、
人
差
指
の
先
へ
載
せ
な
が
ら
、
か
「
ど
う
も
妙
だ
よ
。
よ
く
斯
う
調
子
よ
く
出
来
る
も
の
だ
と
思
っ
て
ね」と云ってゐた。（三）
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宗
助
夫
婦
だ
け
が
、
お
互
い
に
了
解
し
う
る
微
妙
な
表
情
や
態
度
を
採
っ
た
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
「
色
ん
な
人
」
（
三
）
の
中
に
安
井
の
存
在
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
宗
助
と
御
米
に
と
っ
て
は
、
安
井
を
裏
切
る
こ
と
に
よ
っ
て
し
か
二
人
の
愛
は
成
就
し
な
か
っ
た
。
裏
切
ら
れ
た
安
井
は
「
半
途
で
学
校
を
退
」
き
、
宗
助
夫
婦
は
「
安
井
が
満
州
に
行
っ
た
し
ら
せ
と
い
ふ
幸
日
信
」
を
得
、
そ
し
て
、
「
或
る
関
係
か
ら
、
安
井
が
た
し
か
に
奉
天
に
ゐ
る
事
を
」
（
以
上
、
十
七
）
確
認
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
宗
助
夫
婦
に
と
っ
て
、
「
満
州
」
と
り
わ
け
「
奉
天
」
は
安
井
を
日
本
か
ら
放
逐
し
た
場
所
と
し
て
格
別
の
意
味
を
も
っ
て
い
る
の
だ
。
彼
ら
に
と
っ
て
は
そ
の
地
名
は
安
井
に
繋
が
る
が
ゆ
え
に
、
決
し
て
口
に
出
し
て
は
な
ら
な
い
地
名
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
、
宗
助
夫
婦
は
連
日
の
伊
藤
博
文
暗
殺
事
件
の
報
道
に
厭
で
も
接
せ
ざ
る
を
得
ぬ
わ
け
で
あ
っ
て
、
日
々
、
安
井
に
纏
わ
る
過
去
の
記
憶
を
現
在
に
召
喚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
宗
助
は
、
自
ら
購
ゴ
ム
ふ
う
せ
ん
入した「達磨」の形になる「護謨風船」（一二）を弄ぶことで、「満
州
」
に
関
す
る
話
題
を
回
避
し
、
そ
の
よ
う
な
記
憶
を
紛
ら
わ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
宗
助
の
行
為
に
も
拘
わ
ら
ず
、
あ
た
か
も
宗
助
夫
婦
に
「
奉
天
」
の
地
名
を
突
き
つ
け
、
追
い
か
け
る
か
の
よ
う
に
、
連
日
、
事
件
は
報
じ
ら
れ
る
。
翌
二
十
八
日
（
木
曜
日
）
付の「東京朝日新聞」（第八三三一一號、一一面）の最上段には伊
藤
博
文
の
「
●
遺
骸
奉
天
通
過
」
が
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
十
月
二
十
八
日
付
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
に
は
伊
藤
博
文
誕
生
に
関
す
｜’
る
諸
説
も
同
時
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
中
の
「
第
一
説
」
は
い
わ
ば
、
英
雄
伝
説
と
も
い
え
る
内
容
で
あ
る
が
、
宗
助
夫
婦
に
と
っ
て
は
注
目
す
べ
き
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
次
に
そ
の
記
事
（
六
面
）
か
ら
抜粋する。
●
伊
藤
公
の
前
半
生
（
二
）
▽
英
雄
誕
生
の
異
説
、
（
前
略
）
伊
藤
公
誕
生
に
就
て
も
異
説
あ
り
、
曰
く
利
輔
は
十
蔵
の
子
に
あ
ら
ず
、
十
蔵
夫
婦
同
棲
し
す
で
に
数
年
に
及
ぶ
と
雌
も
、
一
子
無
き
を
歎
く
折
し
も
、
あ
る
時
一
人
の
行
脚
僧
、
束
荷
の
里
に
行
き
暮
れ
て
、
一
夜
の
宿
を
十
蔵
の
家
に
求
め
し
が
、
不
思
議
に
も
僧
侶
に
似
気
無
く
一
人
の
嬰
兒
を
携
へ
た
り
、
夫
婦
不
審
晴
れ
や
ら
ず
、
其
原
由
を
問
ふ
に
僧
は
答
へ
ず
、
此
嬰
兒
は
な
み
ノ
ー
の
種
に
あ
ら
ず
、
身
分
あ
る
人
の
私
生
兒
な
り
。
拙
僧
に
託
し
、
大
事
に
育
て
ん
と
い
ふ
人
を
見
立
て
興
れ
よ
と
て
、
若
干
の
銭
を
附
け
ら
れ
た
り
賀
は
ん
と
い
ふ
人
多
け
れ
ど
、
銭
に
眼
く
る
衝
人
に
輿
へ
て
は
此
兒
の
為
め
宜
し
か
ら
ず
と
、
諸
国
遍
歴
月
日
を
経
れ
ど
も
未
だ
此
兒
の
親
と
す
る
も
の
無
し
と
云
ふ
、
十
蔵
夫
婦
は
嬰
兒
を
打
見
る
に
容
貌
端
麗
に
し
て
神
采
す
ぐ
れ
、
実
に
も
平
人
の
種
と
も
身
江
ず
、
あ
は
れ
斯
る
兒
を
我
が
子
と
も
す
る
な
ら
ば
と
恩
ふ
よ
り
、
僧
に
向
ひ
、
わ
れ
等
同
棲
し
て
多
年
、
今
こ
そ
零
落
れ
て
名
も
無
き
農
民
と
為
り
た
れ
ど
、
先
祖
は
由
緒
あ
る
武
門
な
り
、
八
幡
懸
け
て
其
子
を
粗
か
に
せ
じ
、
我
に
輿
へ
と
い
ふ
に
、
僧
、
其
真
心
を
知
り
、
之
を
賜
へ
て
去
れ
り
、
こ
の
子
即
ち
利
輔
な
り
と
、
（
後
略
）
２
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真
偽
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
を
宗
助
夫
婦
が
読
ん
だ
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
気
持
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
「
わ
れ
等
同
棲
し
て
多
年
、
今
こ
そ
零
落
れ
て
名
も
無
き
農
民
と
為
り
た
れ
ど
、
先
祖
は
由
緒
あ
る
武
門
な
り
」
と
い
っ
た
記
述
内
容
の
「
農
民
」
を
「
都
市
生
活
者
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
十
蔵
夫
婦
の
生
の
在
り
様
は
現
在
ま
で
の
宗
助
夫
婦
の
生
の
か
、
へ
し
や
ふ
軌
跡
そ
の
ま
ま
だ
か
ら
で
あ
る
。
壱
不
助
は
「
抱
車
夫
を
邸
内
の
長
屋
に
住
ま
は
し
て
、
楽
に
暮
ら
し
て
ゐ
た
」
（
四
）
ほ
ど
の
「
相
当
に
資
産
の
あ
る
東
京
も
の
、
子
弟
」
（
十
四
）
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
宗
助
が
御
い
っ
し
ょ
米
と
「
一
所
に
な
っ
て
か
ら
〈
７
日
迄
六
年
程
の
長
い
月
日
」
（
十
四
）
を
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。
「
門
」
の
起
点
で
あ
る
明
治
四
十
二
年
（
一
九
○
九
）
か
ら
そ
の
月
日
を
逆
算
す
れ
ば
、
宗
助
が
日
清
戦
争
後
ま
も
な
く
設
立
さ
れ
た
京
都
帝
国
大
学
（
法
科
大
学
）
を
中
途
退
学
し
、
御
米
と
と
も
に
広
島
へ
赴
い
た
時
期
が
明
治
三
十
六
年
（
一
九
○
一
一
一
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
広
島
は
明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
八
月
に
対
清
宣
戦
布
告
が
な
さ
れ
た
後
、
同
年
九
月
に
東
京
か
ら
大
本
営
が
広
島
城
内
の
第
五
師
団
司
令
部
内
に
移
動
し
て
き
た
こ
と
か
ら
も
解
る
よ
う
に
、
呉
や
宇
品
と
い
っ
た
軍
港
を
擁
し
た
軍
事
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
場
所
で
あ
る
。
伊
藤
（５）
博
文
の
官
歴
に
は
明
治
二
十
年
代
に
何
度
か
広
島
や
呉
を
訪
れ
た
一
」
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
宗
助
夫
婦
が
「
前
後
二
年
」
（
四
）
ば
か
り
移
り
住
む
福
岡
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
大
陸
と
極
め
て
近
接
し
、
軍
事
戦
略
的
に
利
用
価
値
が
高
い
地
域
で
も
あ
る
。
小
川
三
四
郎
（
『
三
四
郎
』
明
治
四
十
二
年
／
一
九
○
九
）
が
福
岡
か
ら
大
阪
、
京
都
、
名
古
屋
を
経
て
東
京
に
至
る
立
身
出
世
を
目
指
す
上
京
の
行
程
を
辿
る
の
と
は
ま
っ
た
く
逆
に
、
宗
助
夫
婦
は
次
第
に
西
日
本
か
ら
九
州
の
都
市
へ
移
動
し
て
い
く
。
日
本
帝
国
主
義
に
と
っ
て
軍
事
に
関
わ
る
港
湾
労
働
力
の
確
保
が
必
要
で
あ
っ
た
広
島
や
戦
争
遂
行
の
た
め
の
主
要
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
石
炭
の
産
出
で
短
期
的
に
好
景
気
で
あ
っ
た
福
岡
は
京
都
帝
国
大
学
を
中
途
退
学
し
た
宗
助
に
と
っ
て
は
自
ら
の
労
働
力
を
売
る
に
は
絶
好
の
都
市
で
あ
っ
た
の
だ
。
そ
して、宗助夫婦が福岡に住むまさにこの時期、明治三十七年二
九
○
四
）
一
一
月
に
対
露
開
戦
が
決
定
さ
れ
、
三
月
に
伊
藤
博
文
が
特
派
大
使
と
し
て
漢
城
（
ソ
ウ
ル
）
へ
入
京
。
翌
年
三
月
、
奉
天
会
戦
、
ま
も
な
く
占
領
。
九
月
、
日
露
講
和
条
約
（
ポ
ー
ッ
マ
ス
条
約
）
が
締
結
さ
れ
、
Ⅱ
本
の
韓
国
に
対
す
る
支
配
権
が
決
定
的
な
も
の
に
な
る
。
つ
ま
り
、
宗
助
夫
婦
が
福
岡
で
「
睦
ま
じ
く
暮
ら
し
て
来
た
」
（
四
）
時
期
は
日
露
開
戦
か
ら
講
和
に
至
る
ま
で
の
歴
史
的
激
動
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
彼
ら
夫
婦
だ
け
が
静
か
で
平
穏
な
日
常
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
と
考
え
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。
（６）
す
で
に
別
の
機
会
に
述
べ
た
こ
と
だ
が
、
宗
助
夫
婦
に
と
っ
て
一
人
月
の
子
供
は
広
島
で
「
五
ヶ
月
迄
育
っ
て
突
然
下
り
て
仕
舞
」
（
十
三
）
い
、
福
岡
で
は
「
月
足
ら
ず
で
生
ま
れ
て
仕
舞
っ
た
」
（
同
）
赤
子
を
亡
く
し
て
し
ま
う
。
こ
の
福
岡
へ
移
り
住
ん
で
か
ら
「
二
年
目
の
末
」
（
三
、
す
な
わ
ち
明
治
三
十
八
年
つ
九
○
五
）
に
学
生
時
代
の
同
級
生
で
あ
り
、
い
ま
や
高
級
官
吏
と
な
っ
た
杉
原
の
世
話
で
宗
助
は
東
京
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
宗
助
は
大
陸
に
お
い
て
多
く
の
官
吏
が
必
要
と
さ
れ
た
た
め
に
不
足
し
た
人
員
を
補
う
形
で
下
級
官
吏
と
し
て
採
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
、
彼
の
職
業
ひ
と
つ
取
っ
て
も
時
代
の
趨
勢
と
密
接
に
連
動
し
て
い
る
の
が
解
か
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
上
京
後
「
東
京
に
移
っ
て
始
め
て
の
年
」
（
十
三
）
、
つ
ま
り
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
に
再
々
度
御
米
の
不
注
き
い
た
い
て
ん
ら
く
意
か
ら
「
膳
帯
纏
絡
」
（
同
）
と
い
う
不
測
の
事
態
に
よ
っ
て
二
一
人
月
の
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子
供
を
亡
く
し
て
し
ま
う
。
日
露
戦
争
前
後
の
情
況
下
に
三
人
も
の
子
供
を
亡
く
し
た
御
米
に
世
間
か
ら
如
何
な
る
視
線
が
投
げ
掛
け
ら
れ
、
抑
圧
が
懸
け
ら
れ
る
の
か
、
改
め
て
問
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。
宗
助
夫
婦
が
子
供
を
亡
く
す
の
は
日
露
戦
争
前
後
の
時
期
に
あ
た
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
彼
ら
夫
婦
の
子
供
の
死
は
乃
木
将
軍
の
子
供
ら
の
戦
死
を
も
含
め
、
日
露
戦
争
に
関
わ
り
、
亡
く
な
っ
た
人
々
の
累
々
た
る
死
と
時
代
を
共
有
し
て
い
る
の
だ
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九
○
五
）
十
一
一
月
二
十
一
日
付
「
官
（７）
報
」
に
拠
れ
ば
、
伊
藤
博
文
は
韓
国
統
監
府
の
統
監
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
安
丼
の
よ
う
に
満
州
へ
渡
る
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
た
宗
助
夫
婦
が
福
岡
か
ら
反
転
し
て
東
京
に
戻
る
の
と
は
反
対
に
天
皇
に
直
隷
す
る
韓
国
の
統
監
に
親
任
さ
れ
る
伊
藤
博
文
の
生
の
分
水
嶺
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
年
末
で
あ
る
。
翌
明
治
三
十
九
年
（
一
九
○
六
）
に
開
庁
し
た
こ
の
韓
国統監府（明治四十三年八月二十九日以降、朝鮮統監府に改称）（Ｈ｝
こ
そ
「
韓
国
内
政
全
般
に
わ
た
る
監
督
と
支
配
の
た
め
の
植
民
地
機
構
」
の
中
心
的
機
関
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
宗
助
夫
婦
の
住
居
の
移
動
、
お
よ
び
子
供
を
亡
く
し
て
い
く
時
期
と
当
時
の
日
本
が
大
陸
に
覇
権
を
求
め
る
帝
国
主
義
的
戦
略
の
行
程
は
微
妙
に
そ
の
軌
跡
が
重
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
宗
助
夫
婦
と
伊
藤
博
文
が
時
を
隔
て
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
と
も
に
帰
着
す
る
場
所
が
新
橋
停
車
場
な
の
で
あ
る
。
夜
汽
車
で
新
橋
へ
着
い
た
時
は
、
久
し
振
り
に
叔
父
夫
婦
の
顔
を
見
た
が
、
夫
婦
と
も
灯
の
所
為
か
晴
れ
や
か
な
色
に
は
宗
助
の
眼
に
映
ら
な
か
っ
た
。
途
中
に
事
故
が
あ
っ
て
、
着
の
時
間
が
珍
し
く
三ま
ち
十
分
程
後
く
れ
た
の
を
、
宗
助
の
過
失
で
国
も
あ
る
か
の
様
に
、
侍
新
聞
報
道
に
従
え
ば
、
伊
藤
博
文
の
遺
体
が
到
着
す
る
こ
と
で
、
今
や
、
ス
テ
ー
シ
刃
ン
「
新
橋
」
停
車
場
は
時
代
の
死
を
確
実
に
受
容
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
宗
助
夫
婦
に
と
っ
て
も
「
新
橋
」
停
車
場
に
お
い
て
叔
父
夫
婦
が
出
迎
え
る
様
子
は
「
灯
の
所
為
」
や
「
途
中
」
の
「
事
故
」
に
よ
る
列
車
の
遅
延
と
い
っ
た
描
写
か
ら
も
解
か
る
よ
う
に
決
し
て
明
る
い
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
に
二
人
の
子
供
を
亡
く
し
た
宗
助
夫
婦
の
暗
い
生
を
暗
示
し
、
今
後
の
運
命
を
あ
た
か
も
示
唆
す
る
か
の
よ
う
に
決
定
的
に
暗
い
の
で
あ
る
。
彼
ら
夫
婦
に
は
「
奉
天
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
「
新
ス
テ
ー
シ
卯
・
〆
橋
」
停
車
場
と
い
う
活
字
に
触
れ
る
｝
」
と
で
、
自
分
た
ち
の
過
去
の
記
憶
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
宗
助
夫
婦
が
「
新
橋
」
停
車
場
に
着
い
た
ほ
ぼ
四
年
後
、
そ
の
同
肝
‐
）
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
停
車
場
に
伊
藤
博
文
が
霊
枢
車
に
乗
せ
ら
れ
て
東
京
に
戻
る
こ
と
に
な
る
。
その間の様子を明治四十二年（一九○九）十一月二日（火曜日）
付
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
（
第
八
三
三
七
號
、
五
面
）
は
次
の
よ
う
に
報
じ
て
い
る
。霊枢
来
た
る
哀
し
み
の
雲
に
包
ま
れ
た
る
満
都
の
人
気
も
や
や
色
め
き
た
り
ｃ
心
あ
る
も
心
な
き
も
、
こ
れ
を
新
橋
に
迎
え
ん
と
志
す
。
正
午
過
ぎ
頃
に
は
新
橘
付
近
よ
り
霊
南
坂
道
筋
、
例
に
よ
っ
て
人
垣
を
造
れ
り
。
弔
旗
は
戸
毎
に
翻
る
。
（
中
略
）
あ
た
か
も
一
時
七
分
、
公
の
霊
枢
を
乗
せ
た
る
特
別
列
車
は
、
轍
の
響
き
徐
ろ
に
ホ
ー
ム
に
進
み
入
る
。
人
々
今
更
に
容
を
正
し
て
粛
然
た
り
。
列
車
は
停
まりね。（後略）
く
た
び
け
し
き
草
臥
れ
た
気
色
で
あ
っ
た
。
（
四
）
４
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｢門ｊと明治日本の植民地主義
こ
れ
ま
で
の
記
述
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
門
」
で
は
日
露
戦
争
前
後
と
い
う
大
文
字
の
歴
史
情
況
に
一
庶
民
と
し
て
の
宗
助
夫
婦
の
小
さ
な
日
常
生
活
が
対
置
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
な
る
ほ
ど
、
そ
の
よ
う
な
二
項
対
立
的
構
図
に
「
門
』
の
反
時
代
性
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
助
夫
婦
の
反
時
代
的
な
生
き
方
は
安
井
と
の
関
係
に
よ
っ
て
強
い
ら
れ
た
き
わ
め
て
私
的
な
生
き
方
に
過
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
彼
ら
の
生
き
方
に
は
、
当
時
の
歴
史
的
情
況
や
社
会
的
変
動
に
対
す
る
批
判
的
視
点
が
ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
「
僕
や
い
つ
二
」
は
学
校
を
已
め
て
、
｜
層
〈
７
の
う
ち
、
満
州
か
朝
鮮
へ
で
も
行
か
う
か
と
思
っ
て
る
ん
で
す
」
（
三
）
と
宗
助
に
語
り
か
け
る
小
六
に
し
て
も
立
身
出
世
を
欲
望
し
、
時
代
に
適
合
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
完
全
に
時
代
に
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、
将
来
的
に
い
え
ば
、
体
制
を
補
完
す
る
生
き
方
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
う
い
っ
た
小
六
の
欲
望
が
生
じ
る
の
は
小
六
に
大
学
進
学
の
た
め
の
学
費
を
捻
出
で
き
な
い
宗
助
の
経
済
的
基
盤
の
弱
さ
が
関
係
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
よ
り
重
要
な
の
は
、
当
時
の
日
本
帝
国
主
義
が
大
陸
を
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
に
支
配
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
軍
需
関
係
の
仕
事
が
増
加
し
、
植
民
地
支
配
の
た
め
の
官
僚
制
組
織
が
膨
張
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
い
っ
た
事
情
が
、
改
め
て
人
々
に
明
治
的
立
身
出
世
の
夢
を
蘇
ら
せ
注
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
宗
助
夫
婦
の
家
主
で
あ
る
坂
井
の
弟
は
次
の
よ
う
な
人
物
が
鮮
や
か
に
甦
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
■■■■■■■■■■■■■
￣
■■■■■■■■■■
明
治
政
府
は
国
家
有
用
の
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て
、
明
治
十
九
年
二
八
八
六
）
に
学
校
令
を
発
布
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
明
治
二
十
年
代
以
降
、
帝
国
大
学
を
頂
点
と
す
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
そ
の
培
養
装
置
と
な
り
、
人
々
に
立
身
出
世
の
道
が
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
宗
助
が
帝
国
大
学
に
入
学
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
社
会
情
況
の
と
き
で
あ
る
。
そ
し
て
、
日
露
戦
争
に
勝
利
し
た
日
本
は
積
極
的
に
大
陸
を
侵
略
し
、
満
州
の
経
営
に
乗
り出していく。こうして、坂井の弟が「銀行」を辞めて「満州」
へ
渡
る
歴
史
的
、
社
会
的
基
盤
が
着
実
に
準
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
ある。坂井
の
弟
の
運
送
業
の
経
営
が
失
敗
に
終
っ
た
と
は
い
え
、
そ
の
業
務
内
容
は
日
本
帝
国
主
義
の
対
外
侵
略
と
紛
れ
も
な
く
合
致
し
て
い
る
こ
と
を
見
逃
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
日
露
戦
争
終
結
の
翌
年
（
明
治
三
十
九
年
／
一
九
○
六
）
に
設
立
さ
れ
た
南
満
州
鉄
道
株
式
会
社
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
植
民
地
開
発
に
は
運
輸
業
務
が
き
わ
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
此
弟
は
卒
業
後
主
人
（
坂
井
ｌ
引
用
者
）
の
紹
介
で
、
あ
る
銀
行
は
い
い
げ
に這入ったが、何でＪい〕金を儲けなくっちゃ不可ないと口癖
の
様
に
云
っ
て
ゐ
た
そ
う
で
、
日
露
戦
争
後
間
も
な
く
、
主
人
の
留
め
る
の
も
聞
か
ず
に
、
大
い
に
発
展
し
て
見
た
い
と
か
と
な
へ
て
、
子
』
こ
遂に満州に渡ったのだといふ。其所で何を始めるかと田心ふ
れ
う
が
く
だ
と、遼河を利用して、一見粕大一見を船で下す、大仕掛けな運
た．ちま
送業を経営して、忽ち失敗－」てしまったのだそうである。
（十六）
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（９）
す
で
に
玉
井
敬
之
が
指
摘
し
て
い
う
（
包
よ
う
に
、
現
在
の
本
多
夫
婦
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
生
活
形
態
に
将
来
の
宗
助
夫
婦
の
姿
を
看
て
取
る
一
」
と
は
む
ろ
ん
間
違
い
で
は
な
い
。
た
だ
、
子
供
の
い
な
い
宗
助
夫
婦
に
と
っ
て
、
そ
の
老
後
の
生
活
は
息
子
か
ら
月
々
の
「
仕
送
」
の
あ
る
本
多
夫
婦
の
そ
れ
よ
り
格
段
に
厳
し
い
も
の
に
な
る
と
い
う
点
を
補
足
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
問
題
な
の
は
、
現
在
の
本
多
夫
婦
の
隠
居
生
活
を
支
え
る
生
活
費
が
「
朝
鮮
の
統
監
府
」
に
勤
務
す
る
息
子
か
ら
の
「
仕
送
」
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本
多
夫
婦
と
そ
の
息
子
は
大
陸
を
植
民
地
化
す
る
日
本
帝
国
主
義
の
中
心
機
関
で
あ
る
「
朝
鮮
の
統
監
府
」
か
ら
の
給
与
に
よ
っ
て
そ
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
。
本
多
夫
婦
が
一
気
楽
に
暮
ら
し
て
行
か
れ
る
」
背
景
に
は
大
陸
の
人
々
が
圧
倒
的
に
抑
圧
さ
れ
、
支
配
の
下
に
置
か
れ
、
経
済
的
に
収
奪
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
決
し
て
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
「
満
州
」
で
活
躍
す
る
安
井
は
む
ろ
ん
の
こ
と
、
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
宗
助
同
様
、
坂
井
の
貸
家
に
住
む
本
多
夫
婦
の
息
子
を
見
れ
ば
事
情
は
さ
ら
に
一
層
明
瞭
に
な
る
だ
ろ
う
。
「
丸
で
前
の
本
多
さ
ん
見
た
様
ね
」
と
御
米
が
笑
っ
た
。
前
の
本
か
ま
へ
う
ち
多
ざ
ん
と
云
ふ
の
は
、
矢
張
り
同
じ
構
内
に
住
ん
で
、
同
じ
坂
井
か
し
ゃ
こ
を
ん
な
の
貸
家
を
借
り
て
ゐ
る
隠
居
夫
婦
で
あ
っ
た
。
小
女
を
一
人
使
つ
く
ら
し
て
、
朝
か
ら
晩
迄
一
）
と
り
と
音
も
し
な
い
様
に
静
か
な
生
計
を
立
て
、
ゐ
た
。
（
中
略
）
た
薮
息
子
が
一
人
あ
っ
て
、
そ
れ
が
朝
鮮
の
そ
の
ほ
う
統
監
府
と
か
で
、
立
派
な
役
人
に
な
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
月
々
其
方
の
仕
送
で
、
気
楽
に
暮
ら
し
て
行
か
れ
る
の
だ
と
云
ふ
事
丈
を
、
出
入
り
の
商
人
の
あ
る
も
の
か
ら
耳
に
し
た
。
（
七
）
伊
藤
博
文
階
殺
に
関
す
る
情
報
を
連
日
報
じ
て
い
る
「
来
京
朝
日
新
聞
」
紙
上
に
漱
石
の
『
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
』
が
同
時
に
掲
栽
さ
れ
て
い
る
。
「
満
韓
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
」
は
満
鉄
総
裁
中
村
是
好
の
「
海
外
に
於
け
る
日
本
人
が
ど
ん
な
事
を
し
て
い
る
か
、
ち
つ
と
見
て
く
る
が
可
い
」
（
）
と
い
っ
た
指
示
に
梓
え
る
形
で
記
述
さ
れ
た
紀
行
文
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
る
。
漱
石
は
「
遊
覧
」
（
二
十
七
）
目
的
で
紀
行
文
を
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
漱
石
の
意
図
に
反
し
、
叙
述
内
容
は
「
満
州
」
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
に
お
い
て
日
本
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
た
情
況
が
さ
ら
に
一
層
強
力
に
照
ら
し
出
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
たとえば、明治四十二年（一九○九）十月二十七日（水曜日）
付の「東京朝日新聞」（第八一一一三一號、一一一面）には『満韓とこ
ろ
ど
こ
ろ
』
の
（
五
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
は
漱
石
が
是
好
の
邸
宅
を
訪
れ
た
時
の
印
象
が
記
さ
れ
て
い
る
。
漱
石
は
是
好
の
「
広
い
部
屋
」
に
懸
か
る
「
南
満
州
鉄
道
総
裁
後
藤
新
平
と
か
い
て
あ
る
」
額
の
字
体
が
「
清
国
皇
帝
」
の
筆
に
よ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
後
で
、
し
か
も
そ
生
活
の
場
を
「
広
島
」
「
福
岡
」
「
東
京
」
と
移
し
て
い
る
宗
助
夫
婦
、
そ
し
て
高
級
官
吏
の
杉
原
の
生
活
さ
え
も
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
植
民
地
か
ら
の
経
済
的
収
奪
と
無
縁
で
は
な
い
筈
だ
。
い
や
、
む
し
ろ
、
日
本
帝
国
主
義
に
よ
る
海
外
侵
略
の
収
奪
に
よ
っ
て
こ
そ
彼
ら
の
日
々
の
生
活
が
そ
の
根
底
か
ら
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
す
べ
て
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と
は
、
日
本
帝
国
主
義
へ
の
批
判
的
視
点
を
欠
如
し
た
ま
ま
そ
の
生
を
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
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｢門」と明治|]本の植民地主義
の
字
の
大
き
さ
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
「
後
藤
さ
ん
も
清
国
皇
帝
に
会
っ
て
、
か斯う
小
さ
く
呼
び
棄
に
書
か
れ
ち
ゃ
堪
ら
な
い
」
と
書
き
記
し
て
い
る
。
ママ
続
い
て
す
ぐ
そ
の
後
に
「
江
ら
い
人
か
ら
は
、
滅
多
に
賜
は
っ
た
り
何
か
さ
れ
な
い
方
が
可
い
と
思
っ
た
」
と
書
き
継
い
で
い
る
。
そ
れ
ら
は
権
威
主
義
に
対
す
る
漱
石
の
素
朴
な
感
情
表
現
と
も
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
－
の
で
あ
る
が
、
反
面
で
は
、
清
国
皇
帝
に
対
す
る
満
鉄
初
代
総
裁
後
藤
新
平
の
政
治
的
立
場
の
優
位
性
を
暗
に
支
持
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
言
葉
だ
と
理
解
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
漱
石
に
椰
楡
さ
れ
た
こ
う
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
の清国皇帝、一日一統帝こそ後に日本帝国主義によって満州国皇
帝
に
据
え
ら
れ
る
溥
儀
に
他
な
ら
な
い
。
ま
た
、
十
月
三
十
日
（
土
曜
日
）
付
の
「
東
京
朝
日
新
聞
」
（
第
八
一
一
一
一一一四號、三面）には『満韓ところどころ』の（六）が掲載され
て
い
る
。
（
六
）
で
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
そ
れ
自
体
が
「
日
本
」
の
支
配
を
想
わ
せ
る
大
連
の
「
大
和
ホ
テ
ル
」
（
五
）
に
宿
泊
し
て
い
る
漱
石
の
と
こ
ろ
に
是
好
が
訪
ね
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
、
漱
石
が
「
お
い
此
宿
は
少
し
窮
屈
だ
ね
、
浴
衣
で
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
事
は
禁
制
な
ん
だ
ろ
う
」
と
尋
ね
る
と
、
是
好
は
「
此
処
が
厭
な
ら
遼
東
ホ
テ
ル
ヘ
で
も
行
け
と
云
っ
て帰って行」く件が記述されている。是好の「遼東ホテルヘで
も
行
け
」
と
い
う
口
調
か
ら
は
日
清
戦
争
後
、
一
時
的
に
日
本
の
支
配
が
及
ん
だ
「
遼
東
」
半
島
の
名
称
を
た
だ
ち
に
想
起
で
き
る
。
つ
づ
い
て
、
当時の日本とイギリスとの関係（第一一次日英同盟締結、明治三
十
八
年
／
一
九
○
五
）
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
に
、
漱
石
は
ホ
テ
ル
内
で
出
遭
っ
た
「
英
人
」
に
「
旅
順
」
や
「
門
司
」
に
「
行
っ
た
事
が
あ
る
か
」
否
か
を
問
わ
れ
、
否
定
的
な
返
答
を
し
た
旨
を
書
き
記
し
て
い
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
「
旅
順
」
は
日
露
戦
争
当
時
、
最
大
の
激
戦
地
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
「
門
司
」
は
海
峡
を
隔
て
て
下
関
と
相
対
す
る
場
所
で
あ
る
。
話
す
相
手
が
「
英
人
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
下
関
事
件
（
文
久
三
年
／
一
八
六
三
）
が
思
い
出
さ
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
あ
る
い
は
、
日
本
側
全
権
の
ひ
と
り
が
伊
藤
博
文
で
あ
っ
た
下
関
講
和
条
約
（
明
治
二
十
八
年
／
二
八
九
五
）
の
事
が
話
題
に
な
っ
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
は
そ
う
い
っ
た
地
名
に
関
わ
る
政
治
的
問
題
性
を
一
切
問
う
こ
と
な
く
、
「
好
い
加
減
な
所
で
談
話
を
切
り
上
げ
て
」
別
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（川｝
すでに、『満韓ところどころ』については川村湊によって「日
本
が
朝
鮮
を
保
護
国
化
し
、
日
韓
併
合
に
よ
っ
て
植
民
地
化
す
る
と
い
う
道
自
体
を
批
判
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
中
川
（Ⅲ｝
浩
一
に
よ
っ
て
「
南
満
州
鉄
道
が
帝
国
主
義
体
制
下
の
植
民
地
支
配
を
椎
進
め
る
国
策
会
社
で
あ
る
と
の
認
識
を
全
く
欠
い
て
い
た
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
性
格
の
紀
行
文
と
伊
藤
博
文
暗
殺
報
道
が
同
じ
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
で
問
題
は
よ
り
一
層
増
幅
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
東
京
朝
日
新
聞
」
紙
上
に
展
開
さ
れ
た
伊
藤
博
文
暗
殺
報
道
に
お
い
て
も
、
崎
殺
の
事
実
経
過
以
外
に
読
む
こ
と
が
で
き
る
主
要
な
記
事
は
政
治
家
た
ち
の
立
場
を
超
え
た
伊
藤
博
文
の
こ
れ
ま
で
の
政
治
活
動
を
賞
賛
す
る
談
話
や
先
に
抜
粋
し
た
前
半
生
の
逸
話
、
そ
し
て
位
階
昇
進
や
国
葬
決
定
の
告
知
な
ど
で
あ
り
、
政
治
家
伊
藤
博
文
へ
の
国
内
か
ら
の
批
判
は
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
漱
石
の
紀
行
文
と
暗
殺
事
件
の
報
道
内
容
は
新
聞
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
政
治
的
に
は
日
本
帝
国
主
義
の
海
外
侵
略
を
肯
定
す
る
よ
う
な
言
説
を
流
布
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
漱
石
は
「
滋
処
ま
で
新
聞
に
書
い
て
来
る
と
、
大
晦
日
に
な
っ
た
。
一
一
年
に
亘
る
の
も
変
だ
か
ら
一
先
や
め
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
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一一一一口葉を最後に明治四十二年（一九○九）十一一月三十日をもって
『満韓ところどころ』の掲載を突然、取り止めてしまう。その
結果『満韓ところどころ」の既発表部分を読めば、『満韓』の
『満』の部分だけが記述され『韓」の部分は描かれなかったこ
とが解かるのであるが、漱石は書かなかった『韓』を代行する
かのように翌明治四十三年（’九一○）三月一日から「門』を
「朝日新聞」紙上に掲載し始めるのである。
すでにこれまでの記述で明らかにしてきたように、漱石は
『門』では伊藤博文の暗殺報道に関する「號外」や「新聞」を、
歴史や時代を表象する装置として効果的に活用しつつ、安井が
活動する「満州」や本多夫婦の息子が勤務する「朝鮮の統監府」
といった日露戦争前後の政治的、軍事的にきわめて重要な場所
や地名をしっかりと書き込むことで、近代日本の政治情況を適
確に示唆していたのである。さらに、明治三十年代中頃から四
十年代初頭に至る近代日本の激動期をテクストの過去の時間と
して構造化し、その期間と連動する形で宗助夫婦の過去を位置
づけてもいた。
こうして、「門』というテクストは、宗助夫婦をはじめとす
る登場人物たちの生の在り方や個人の生き方が近代日本の植民
地主義的、帝国主義的政治性や経済性によって本源的に規定さ
（脳）
れ
て
い
る
様
相
を
描
き
出
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
注（１）明治四十二年十月二十六日（火曜日）付「讃責新聞號外」
は「●伊藤公の暗殺」、明治四十二年十月廿六日付「東京
日日新聞號外」は「○伊藤公暗殺さる」「○伊藤公莞ず」
を見出しとして、即日、號外を発刊している。明治四十二
年十月廿七日付「報知新聞號外」は「▲伊藤公暗殺當時の
光景」と題して暗殺の詳細な後報を褐戦している。「東京
朝日新聞」も號外を発刊したであろうが未見。なお、明治
四十二年十月廿七日付「大阪朝日新聞號外」は「●伊藤公
狙撃さる」「●藤公即死」を報じている。
（２）今村忠純は「あざむく漱石、たくらむ漱石ｌ『門』私注」
（『湘南文學」平成六年、第六号）で「東京朝日新聞」（明
治四十二年十月廿七日付）の伊藤博文暗殺事件に関する報
道記事を引用しつつ、「『門』の小説内時間は明治四十二年
十月三十一日の日曜から始まる」（傍点・原文）と述べ、
『門」の始まりの日時を特定している。
（３）内藤千珠子は『帝国と暗殺ｌジェンダーからみる近代日本
のメディア編成」（平十七・十「新曜社）で伊藤博文の
暗殺報道を取り上げ、当時のメディアが当の暗殺事件をど
の
よ
う
に
報
道
し
、
そ
れ
が
如
何
な
る
意
味
を
も
っ
て
い
た
の
か
と
いう問題について繊密に検討している。
（４）遠藤祐は「『門』の世界ｌ試論ｌ」（『文学』昭四一・二、
岩波書店）で宗助夫婦を「時に、「自分たちが栫えた、過
あ
な
去といふ暗い書に」落ちて口をつぐんでしまう一一人である
と」当を得た指摘をしている。
（５）『明治ニュース辞典第八巻」一二十七頁’一二十八頁参照。（昭
六十一・「株式会社毎日コミュニケーションズ）参照。
（６）拙稿「悲劇としての身体ｌ『門』、受苦と救済の表象ｌ」ｓ漱
石研究」第三号、平六・十一、翰林書房）
（７）前掲書『第七巻』三四七頁参照。
８
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｢ｌｌＶ」と明治|E１本の植民地主義
（、）黒川剣は『国境』（平一○・一一、株式会社メタローグ）で「漱
石
の
作
品
（
『
門
』
ｌ
引
用
者
）
は
、
は
っ
き
り
と
「
植
民
地
文
学
」
ま
ん
か
ん
の質を帯びている。「満韓ところどころ」で朝鮮体験を謎呵
る
の
を
回
避
し
た
漱
而
だ
が
、
彼
は
こ
う
し
た
か
た
ち
ｓ
門
』
ｌ
引
川
者
）
で
、
そ
れ
を
消
化
す
る
こ
と
を
準
備
し
て
い
た
。
自
身
の
あ
り
よ
う
が
、
い
や
お
う
な
く
そ
ん
な
時
代
に
呑
み
込
ま
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
に
、
彼
は
敏
感
だ
っ
た
」
と
述
べ
、
作
家
漱
石
の
側
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
、
漱
布
の
時
代
認
識
の
画
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
な
お
、
小
森
陽
一
は
『
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
』
（
平
十
三
・
川
、
岩
波
書
店
）
の
「
朝
鮮
の
植
民
地
化
と
「
門
芒
に
お
い
て
三
門
』
は
、
「
韓
国
併
合
」
と
い
う
き
わ
め
て
欺
臓
的
な
呼
称
を
与
え
ら
れ
た
、
半
島
に
対
す
る
植
民
地
支
配
が
遂
行
さ
れ
た
同
時
代
状
況
を
、
明
確
に
刻
み
込
ん
だ
小
説
で
あ
る
」
と
述
べ
、
『
門
』
と
い
う
テ
ク
ス
ト
を
当
時
の
時
代
状
況
に
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
歴
史
ｌ
地
政
学
的
観
点
か
ら
議
場
人
物
（
男
た
ち
）
の
配
澗
を
明
確
に
し
て
い
る
。
（Ⅲ）中川浩一「漱石と帝国主義・植民地」二漱石研究』第五号、
（
Ⅵ
）
川
村
湊
「
帝
剛
の
漱
而
」
弓
漱
石
研
究
』
館
バ
サ
、
平
七
・
十
一
、
（
８
）
海
野
福
寿
「
韓
図
併
合
』
（
平
七
・
孔
、
四
布
波
新
替
）
一
七
九
Ｈ
参
召
８
Ⅱ
小
（
９
）
玉
井
敬
之
は
「
「
門
』
ｌ
過
去
と
現
在
の
ド
ラ
マ
」
（
「
國
文
學
』
平
四
・
五
、
學
燈
社
）
で
「
宗
助
は
坂
井
に
あ
り
え
た
か
も
知
れ
な
い
己
の
姿
を
見
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
本
多
犬
姉
の
姿
に
こ
そ
、
後
日
の
宗
助
夫
婦
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
相
応
し
い
の
平
七
・
十
一
、
翰
林
諜
房
）
翰林普房）
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
［付記］
本
文
の
引
用
は
『
漱
石
全
集
」
第
四
巻
（
昭
四
一
・
三
、
岩
波
書
店
）
に
拠
っ
た
。
た
だ
し
、
旧
字
を
新
字
に
改
め
ル
ビ
は
適
宜
省
略
し
た
。
（
い
と
う
ひ
ろ
し
．
修
士
課
程
一
年
）
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